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研究成果の概要（和文）：本研究では，食道癌の切除標本を対象に，バイオマーカー発現とリンパ節転移の関連を検討
することで，リンパ節転移の起こりやすさにあわせた照射野の個別化を可能にしようとした．
検討の結果，LOXまたはCD44の発現上昇がある場合にはリンパ節転移のリスクが高いことがわかった．まだ予防域の設
定についての結論はでていないが，LOXの発現上昇がなく，さらにCD44の発現上昇がない場合には，リンパ節転移の可
能性が低く，予防域を安全に省略できる可能性が高いことがわかった．今後は，内視鏡下の生検検体でも同様の結果が
得られるかどうかの検討を行い，個別化照射野を用いた前向き試験を目指していく予定である．

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined the relationships of biomarker expression with lymph 
node metastasis on esophageal cancer to determine in which cases a *preventive radiation field is 
redundant and in which cases an individually optimized radiation field can be used. (*Preventive 
radiation field was wide radiation field used to prevent lymph node metastasis.)
From this study, an increase in lysyl oxidase expression or CD44 expression on the cancer surface 
indicates the possibility of lymph node recurrence. Although it could be concluded whether a preventive 
radiation field should be set or not, there is a strong possibility of safe shrinkage or omission of the 
preventive radiation field if lysyl oxidase expression is not increased and it is confirmed that there is 
no CD44 expression. After this, we are aiming prospective study using individually optimized radiation 
field.
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１．研究開始当初の背景 

近年の化学放射線療法の導入、３次元

治療計画装置の普及、内視鏡や各種画像

診断の進歩などの結果、食道癌の（化学）

放射線療法の治療成績は大きく改善して

きている。治療方法の標準化も進んでお

り、照射線量は欧米では50.4Gy/28分割、

我が国では、60Gy/30 分割が一般的でと

なっている。併用化学療法に関しては、

その使用量、投与法に若干の違いはある

ものの key drug はシスプラチンと 5-FU

である。 

一方で、放射線治療に際して最も重要

な問題である、どの範囲を照射すべき

か？に関しての研究は立ち後れており、

特に予防的なリンパ節領域照射の必要性

はほとんど研究されていない。広範な照

射野は高率に晩期有害事象を来す一方、

小さな照射野を用いると無視できない頻

度でリンパ節再発が生じ、その救済治療

成績も不良である。 

 
２．研究の目的 

食道癌手術例の切除標本を対象に、そ

の生物学的特徴を免疫組織学的な手法を

用いて解析し、生物学的特徴とリンパ節

転移部位、範囲との関連を検討すること

により、広範な照射野が必要な症例と限

局照射野で十分な症例が識別できるかど

うかを、後ろ向き研究で検討する。 

 
３．研究の方法 

過去5年間に手術療法を受けた食道癌患者の

病理標本を用い、免疫組織染色結果とリンパ節

転移の範囲の関連を調べる。 

 
４．研究成果 

本研究では、食道癌の切除標本を対象に、バイ

オマーカー発現とリンパ節転移の関連を検討す

ることで、リンパ節転移の起こりやすさにあわ

せた照射野の個別化を可能にしようとした。 

検討の結果、LOXまたはCD44の発現上昇がある

場合にはリンパ節転移のリスクが高いことがわ

かった。まだ予防域の設定についての結論はで

ていないが、LOXの発現上昇がなく、さらにCD44

の発現上昇がない場合には、リンパ節転移の可

能性が低く、予防域を安全に省略できる可能性

が高いことがわかった。 

今後は、内視鏡下の生検検体でも同様の結果が

得られるかどうかの検討を行い、個別化照射野

を用いた前向き試験を目指していく予定である。 
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